
２９

河川 底生動物

５月 ９月 １１月

【凡例】 平成 300 350 330 出し平ダムにおける流下土砂量 【単位 :約万m3
】

H21年度500 550 530 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H21年度100 150 130 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16
H21年度250 380 280 16 2 5

H7 H8 H9 H10 H11H12H13 H14 H15H16H17 H18 H19 H20H21 H22 H7 H8 H9 H10H11 H12 H13 H14H15 H16 H17 H18H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12H13H14 H15 H16H17H18 H19 H20 H21H22

底生動物の採取種類数、採取個体数については、各地点とも概ね過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、９月調査時ではカゲロウ目及びトビケラ目、11月調査時では、カゲロウ目であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時ではカゲロウ目、９月調査時ではカゲロウ目及びトビケラ目、11月調査時では、カゲロウ目及びハエ目であった。

(下黒部橋)

個体数

[/0.1m2]

種数

[/0.1m2]

種類別

採 取

個体数

構成比

(山彦橋)

構成比

個体数

採 取

種類別
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▲1,412 ▲1,610

H21年度までの各既往調査時における観測値の最大値
H21年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H21年度までの各既往調査時における観測値の平均値
平成22年度調査観測値（数値ラベル付）



３０

河川 付着藻類

５月 ９月 １１月

【凡例】 平成 300 350 330 出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m
3
】

H21年度500 550 530 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H21年度100 150 130 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16
H21年度250 380 280 16 2 5

H7 H8 H9 H10 H11 H12H13 H14 H15H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17H18 H19 H20H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12H13 H14 H15H16 H17 H18H19 H20 H21 H22

構成比

(下黒部橋)

山彦橋 下黒部橋

(山彦橋)

種類別

採 取

細胞数

種類別

採 取

細胞数

構成比

種数

[/0.5m2]

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

[/0.5m2]

付着藻類の採取種類数、クロロフィルａについては、各地点とも概ね過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時では藍藻類、珪藻類及び緑藻類の種、９月調査時、11月調査時では藍藻類及び珪藻類の種であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時では黄色鞭毛藻類、藍藻類及び珪藻類の種、９月調査時、11月調査時では、藍藻類及び珪藻類の種であった。

１１月調査５月調査 ９月調査

排砂量

土砂変動量

朝 日 町

入 善 町

魚 津 市

滑 川 市

新 潟 県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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H21年度までの各既往調査時における観測値の最大値
H21年度までの各既往調査時における観測値の最小値
H21年度までの各既往調査時における観測値の平均値
平成22年度調査観測値（数値ラベル付）



３１

海域 底生動物（代表４地点）

平成 300 350 330

【凡例】 H21年度500 550 530

H21年度100 150 130

H21年度250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16

土砂変動量 16 2 5

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

(Ｃ点)

構成比

種類別

個体数

構成比

(Ａ点)

(生地鼻沖)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比

個体数

種類別

１１月調査

種数

[/0.1m2]

個体数

[/0.1m2]

５月調査 ９月調査

採取種類数は過去の観測値の変動の範囲内であった。
採取個体数は河口沖の11月調査時を除き過去の観測値の変動の範囲内であった。河口沖の11月調査時ではニマイガイ綱のユキヤナギガイ、ウニ綱
のブンブクチャガマが多く採取されたため、採取個体数が過去の観測値より多かった。
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▲327 ▲332

H21年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H21年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H21年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成22年度調査観測値（数値ラベル付）



３２

海域 底生動物（その他４地点）

【凡例】 H21年度500 550 530

H21年度100 150 130

H21年度250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16

土砂変動量 16 2 5

※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

採取種類数、採取個体数とも過去の観測値の変動の範囲内であった。

１１月調査

種数

[/0.1m2]

個体数

[/0.1m2]

赤川沖横山沖飯野沖地引網漁場内２荒俣沖魚礁

５月調査 ９月調査
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▲495 ▲356 ▲1,196

ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

H21年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H21年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H21年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成22年度調査観測値（数値ラベル付）



３３

海域 動物プランクトン

平成22年度調査観測値（数値ラベル付）

【凡例】 H21年度500 550 530

H21年度100 150 130

H21年度250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16

土砂変動量 16 2 5

欠測

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

構成比

採取種類数、採取個体数ともに概ね過去の観測値の変動の範囲内であった。
優占種は、５月調査時では橈脚類の種であった。９月調査時では生地鼻沖点を除き橈脚類及び放散虫類の種、生地鼻沖では橈脚類の種であった。
11月調査時では各地点とも橈脚類の種であった。

種類別

種数

[/m3]

個体数

[千個/m3]
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構成比
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▲115

H21年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H21年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H21年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成22年度調査観測値（数値ラベル付）



３４

海域 植物プランクトン

平成22年度調査観測値（数値ラベル付）

H21年度500 550 530

【凡例】 H21年度100 150 130

H21年度250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m
3
】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16

土砂変動量 16 2 5

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

生地鼻沖

５月調査 ９月調査

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
[μg/L]

採取種類数、採取細胞数、クロロフィルａともこれまでの調査時と同様
の変動であった。
優占種は、５月調査時はＣ点及びＡ点は珪藻類の種、河口沖では珪藻類
及びプラシノ藻類、生地鼻沖では珪藻類及び渦鞭毛藻類の種がそれぞれ
優占していた。また、９月調査時はいずれの地点も珪藻類の種であっ
た。11月調査時は生地鼻沖を除きプラシノ藻類、クリプト藻類、渦鞭毛
藻類及び珪藻類の種が優占し、生地鼻沖では珪藻類の種が優占してい
た。

(Ｃ点)

構成比

河口沖Ａ点Ｃ点

細胞数

種類別

１１月調査

種数
[/L]

細胞数
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